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『最後の授業』
一国家＝一民族＝一言語という「常識」の陥
穽

→母語(lengua materna)＝母国語（国家公用語
lengua oficial）

※「母国語を奪われそうになる人々の悲しみと、死んでもそれ
を奪われまいと決意する、自分たちの言語への愛着を見事
に画き出している」（鈴木孝夫『閉ざされた言語・日本語の世
界』新潮社､1976年）

○朝鮮侵略をはじめとする日本の戦前の歴史への反省

○第二次世界大戦敗北後のアメリカの沖縄占領への批判

○母国＝母国語の愛護・発展 ⇒国家ナショナリズム
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【個人の言語権】
「今こそ標準ドイツ語によって、アルザスから方
言を駆逐しなければならない」（1888年、上アル
ザス県学務審議官の発言）（西山2000、19頁）

※個人言語としての＜母語＞／言語共同体の「母語」（＝
領域言語）

＜方言＞――＜標準語＞
＜母語＞――＜母国語＞
＜地域固有言語＞――＜国家公用語＞

／ダイグロシアdiglosia（下位言語と上位言語）

「世界言語権宣言」／「世界人権宣言」
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